


Peop le 's  Repub l i c  o f  Ch ina

駐在スタッフ

志茂 雅子
M a s a k o  S h i m o

SCJ Repor t
活動報告

4S C J  5 0 S C J  R e p o r t5S C J  5 0 S C J  R e p o r t

『
大
好
き
な
お
姉
ち
ゃ
ん
へ
』

震
災
後
に
書
か
れ
た

あ
る
女
の
子
の
詩

母親を恋しがり、ボランティアに寄り添う女の子（2008年5月）

廃墟となった小学校で途方にくれる男の子（2008年6月）

がれきが散らばる幼稚園の中庭（2008年5月） 震災後子どもたちはSCの設置した「希望の壁」で、お互いを励ます
メッセージを交換した（2008年5月）

行方の分からない家族を探すため、掲示板には数えきれない張り紙
が貼られていた（2008年5月）

© Jon Bugge/Save the Children© Colin Crowley/Save the Children
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四川省
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調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
の

心
に
残
る
苦
し
み

参加した子どもの数は６００人

蟹に扮した
男の子たち

のダンス人気者の小学生ニョウニョウ（右）が
ステージに登場

志茂スタッフ（中央）と子どもたち

グループで１つ、作品を完成させた

絵本の読み聞かせに、みんな夢中。聞き入る子どもたち

トレーニング中。心と体をときほぐす

保護者向けトレーニングには、子どもと一緒に
参加する母親の姿も

子どもたちが輝いた快晴の１日（2009年5月31日  四川省安県の文化広場）
心のケアの一環として、被災した子どもたちが参加する大型フォーラム『愛があれば希望がある̶明日はもっとよい日になる』が
開催されました。震災から学び経験したことを、寸劇やパフォーマンスなどを通して披露しました。

※
S
C
J
の
四
川
大
地
震
被
災
者
支
援
は
、皆
さ
ま

か
ら
の
ご
寄
付
と
ジ
ャ
パ
ン・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

助
成
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
震
災
直
後
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
を
、心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

※
本
事
業
の
ほ
か
、S
C
で
は
2
0
0
8
年
の
地
震
発

生
直
後
よ
り
、教
育
、保
健
・
衛
生
、子
ど
も
保
護
の

分
野
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
提
供
、学
校
教
材
の
配
布
、

幼
児
の
た
め
の
体
の
洗
い
場
の
提
供
、地
域
住
民
へ

の
子
ど
も
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

実
施
、医
師
向
け
の
医
療
器
具
の
配
布
、子
ど
も
た

ち
へ
の
安
全
な
遊
び
場
の
提
供
な
ど
で
す
。
ま
た
、

今
回
の
被
災
の
教
訓
を
生
か
し
、今
年
4
月
か
ら
は

防
災
の
た
め
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
子
ど
も
や

子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
に
対
し
て
、災
害
対
応
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
本
文
で
取
り
上
げ
た
忍
冬
は
仮
名
で
す
。
実
際
に

Ｓ
Ｃ
支
援
を
受
け
た
14
歳
の
女
の
子
が
書
い
た
詩

『
新
年
の
願
い
ご
と
』か
ら
の
抜
粋
で
す
。

周
り
の
大
人
の
理
解
が

子
ど
も
自
身
を
安
心
さ
せ
る



From Chi ldren
of a l l  over the world
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セーブ・ザ・チルドレンは今年、イギリスで誕生してから90年の節目の年を迎えました。
今号では、約120の国・地域の活動で出会った子どもや大人の声をお届けします。

ご紹介できるのはほんの一部ですが、
今まさにこの時を、それぞれの国で生きている子どもたちに、思いを馳せていただければ幸いです。

「家の近くに診療所が建てられて、本
当によかったです」生まれた直後、呼
吸器の病気を患ったアグネスの愛娘
は、専門家の治療を受けられるよう
になりました。（ルワンダ/乳幼児の
生存に関わる医療活動）

「ニニ、何をのぞいているの？」昨年
11月に起きた洪水直後、ＳＣは救援
物資とともに、心のケアのためのお
もちゃのブロックも配布しました。
（７歳、コロンビア/洪水被害者に対
する緊急教育支援）

村に建てられた診療所で、ニシはとて
も可愛い女の赤ちゃんを授かりまし
た。母子ともに健康です。（バングラ
デシュ /母子保健・医療へのアクセス
改善）

ＳＣの活動と出会ったサライは将来、
看護師になって子どもの命を守りた
いと思うようになりました。（13歳、
シエラレオネ/子どもクラブの推進）

「お母さんが小さなお店を持てるよう
になったので、僕は学校に通えるよう
になりました」とジョゼフ。（８歳、ナ
イジェリア/貧困家庭への生計支援） 小さい頃、内戦で学校に行けなかっ

たティナ。現在、１年で２年分を習得
する学習プログラムで猛勉強してい
ます。（15歳、アンゴラ/紛争の影響
下にあった子どもの教育支援）

重度の栄養不良で外来治療センター
に運ばれたアラミツは、１週間で笑
顔を見せるまでになり、食欲も出てき
ました。（４歳、エチオピア/飢餓に
対する緊急支援・栄養改善）

チポ（右）とテンダイ（左）は大の仲
良し。「大人になったら、２人で八百
屋さんになるの」今、幼稚園で数のか
ぞえ方を一生懸命勉強しています。
（５歳、ジンバブエ/就学前の教育
支援）

最近ヘラルドの嬉しいことは、担任の
先生の教え方がわかりやすくなって、
学校をやめるクラスメイトが減ったこ
とです。（９歳、ニカラグア/教員の質
の向上を目指す研修）

サルマは１年前、１日15時間、親元
を離れて家事労働させられていたと
ころを保護されました。「今は友達と
学校に通うのが楽しい」（９歳、イン
ド/児童の人身売買の撤廃）

「配ってくれた毛糸の帽子は、厳しい
寒さから子どもを温かく守ってくれま
す」（チベット/乳幼児の生存に関わ
る活動）

© Caroline Trutmann/Save the Children

「私たちも学校に通えるようになりま
した」と、子どもたちの瞳はキラキラ
輝いています。（アルバニア/少数民
族に対する教育支援）

※子どもたちの声は2008年の活動を中心に集めました
※子どもの保護のため、一部の子どもは仮名になっています

© Colin Crowley/Save the Children

© Amadou Mbodj/Save the Children

© Dan Alder/Save the Children

© Peter Caton

© Louise Dyring Nielson/Save the Children Denmark

© Amadou Mbodj/Save the Children

© Zhao Guanshen/Save the Children 「宿題できた！」幼稚園に通えるよう
になったクリスチャンは描いた絵を誇
らしげに見せてくれました。（６歳、
コロンビア/障がいを持った子ども
への教育支援）
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大
人
に
は
な
い
子
ど
も
た
ち
の

ピ
ュ
ア
な
心
を
守
る
こ
と
が

私
た
ち
大
人
の
重
要
な「
使
命
」

親
子
で
す
る
ス
キ
ン
ケ
ア
が

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
な
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る

Stakeholder
Inter v iew
特別インタビュー 3

株式会社ナチュラルサイエンス
代表取締役　社長 小松令以子氏  R e i k o  K o m a t s u

回すと軽快な音が鳴る。写真は四
川省のもの。

でんでん太鼓

数人で輪になり、手を使わず、足で
蹴ってパスを回す。写真は北京の
もの。

羽根蹴り

人形に触れると、胴と頭がユーモラ
スに動く。写真は広東省のもの。

首振り人形

頭を押すと、ワンワンと犬が吠える
ような音がする。写真は山東省の
もの。

吠え犬

土製で、吹くと鳥の鳴き声に似た音
が鳴る。

鳥笛

協力：日本玩具博物館

独楽が回っている時間の長さを競
う。写真は木製で雲南省のもの。

投げ独楽

風を受けてくるくると回転する。今
はプラスチックのものが主流になっ
ている。

風車

　0歳から12歳の子どもたちに「大好き！」と
いうテーマで絵を募集するイベントです。大賞
作品はママ＆キッズの乳液「オリゴミルク」の
ボトルにプリントし、限定発売されます。この
収益金の一部は、ＳＣＪに寄付されています。
写真は第3回大賞、井上拓人くん（当時5歳）
の作品が入ったもの。

「スマイルキッズ・プロジェクト」とは



Sta f f  Ep isode

困
難
な
状
況
で

懸
命
に
生
き
る
人
々
に
接
し

勇
気
を
も
ら
う
こ
と
も

K a t s u y a  Yo s h i d a

父
親
に
な
っ
た
こ
と
で

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

E p i s o d e 03
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何
も
出
来
な
い
こ
と
を
痛
感

生
活
力
が
優
れ
た
現
地
の
方
に

助
け
ら
れ
る
こ
と
も

自宅にて。子育てに奮闘中東京オフィスで現地スタッフとの打ち合わせ

　田スタッフとヨルダンの子どもたち



編集後記

Editor ’s  Note

World ’s  P icture

岡田 茜（SCJスタッフ）

手前味噌以外の何ものでもありませんが、この度SCJが監修した「ポジティブ・ディシプリンのすす
め」は、よい本です。本を読んで思ったことは、子育ては子どもを変えることにも増して、大人が変わ
ることが大切だということ。「親と子ども」という関係にプラスして、両者を「個性を持った人間どう
し」と捉えて子育て論を展開しているところにも共感できました。6月、この本の著者であるジョー
ン・E・デュラント氏が来日しました。その温かく、はつらつとした人柄は、次号でご紹介します。お楽
しみに。

木佐彩子さんと、第1回講師の知花くららさん

14S C J  5 0 T o p i c s／ I n f o r m a t i o n15S C J  5 0 W o r l d ’ s  P i c t u r e／ E d i t o r ’ s  N o t e

渡邊唐子（SCJスタッフ） 

（上）飾りを作る少女　（下）階段下に住む少年

　株式会社バルス様は、2010年3月まで毎
月１回、女性のライフスタイルをサポートする
新たな学びの場として「Francfranc School」
を開校、参加費用の全額をご寄付くださいま
す。現代女性の知的好奇心を刺激するテーマ
を掲げ、毎回、多彩なゲストを講師に迎えて開
催しています。
「Francfranc School」詳細：http://www.ff-school.com

　5月22日より一 般 公 開が始まった
BVLGARI初の回顧展（伊・ローマのパラッ
ツオ・デルラ・エスポジツィオーネ美術館）に
おいて、“スペシャル・チャリティー・コレクショ
ン”が、541点に上るアーカイブと共に披露
されました。本“スペシャル・チャリティー・
コレクション”は全18点 (ハイジュエリー

11点と、7点の限定
ウォッチ)。収益金
は、すべてセーブ・
ザ・チルドレンに寄
附されます。

毎日をポジティブに、楽しく過ごす
「Francfranc School」開校中

ブルガリ
“スペシャル・チャリティー・
コレクション”を公開

T o p i c s ／ 最 近 の 出 来 事I n f o r m a t i o n

　8月1日より、世界の現状や国際協力に関
する「Hi5ポスター教材」の販売を開始しまし
た（税込2000円／ A2版両面カラー）。貧困
や紛争などをテーマにした10種類から成って
おり、現地の写真や子どもたちの声をわかり
やすく掲載しています。ご家庭や地域の子ども
向けイベント、学校の授業などで、ぜひご活用
ください。
お問い合わせ：ＳＣＪ事業部日本　03-6859-6869

　今年で７回目を迎えるキッズオンラインの
「平和」コンセプトTシャツ。参加ブランドの
デザイナーが「平和」へのメッセージを込めて
Tシャツをデザインします。売上の20％が
セーブ・ザ・チルドレンのグローバル・キャン
ペーン、「Rewrite the Future ～いっしょに
描こう！子どもの未来～」に寄付され、紛争下
にある子どもたちへの教育支援に役立てられ
ます。
キッズオンライン：http://www.kidsonline.co.jp

SCを通じた
国際協力に関する教材を販売

「平和」コンセプトTシャツ2009
８月中旬より発売

　「20年以上続いた内戦に苦い終止符が打
たれたスリランカでは、30万の人々が国内難
民となりました。難民キャンプは水も食料も
不足し、戦場で凄惨な光景を目の当たりにし

た子どもたちは、心に深い
傷を負っています。現地で
の支援活動は制約も多く容
易ではありませんが、ＳＣは
生活物資の配布や子どもた
ちの心のケアなどの活動を
行っています」

　ＳＣＪが監修した初の書籍「ポジティブ・
ディシプリンのすすめ」が5月5日子どもの
日に出版されました。手をあげたり、叱った
りではなく。でもしたい放題にさせるわけ
でもなく。日々の課題に子どもと同じ目線
で向き合い、自信とちからを伸ばしていく。
ＳＣＪはそんな「ポジティブ・ディシプリン」
の子育てを、本書やセミナーを通じて、普及

していきます。子育
て中の方だけでな
く、子どもの支援
に関心がある方々
もぜひ、ご一読くだ
さい。
お問い合わせ：
明石書店
03-5818-1171

SCの子育て本、出版　
「ポジティブ・ディシプリンのすすめ」

スリランカ、５月に内戦終結
避難民支援は今が正念場

全国の書店で販売中 

山本俊輔スタッフ

世界のこと、日本のことがわかる
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